
A B C D E F G H I

まと め

② 遠隔によ
る 受講可

③ 留学先科
目認定の
可能性

○

○

○ 一部 ○ ○

○ 一部 ○

○ 一部 ○

類

Ⅰ類

メ ディ ア情報学

経営・ 社会情報学

情報数理工学

単位取得サポート 卒研着手
審査合格の

可能性
( ①～③に

よ る )

○

○

一部 ○

科目

① 未修得で
も 卒研着手審
査特例合格の
可能性あり ．
帰国後に履修

特　 例プロ グラ ム

○

科目別特例

○ 一部 ○

交換留学に係る特例について

＜注意事項＞
４ 年次での卒業を 目指す場合

４ 年次前学期も 留学期間と する場合に
は、 卒業研究（ 輪講） の遠隔実施が可能
かどう かを （ 留学先での学修内容の置き
換えを 含む） 、 出発前に、 配属希望研究
室の教員に確認し ておく こ と 。
また、 ４ 年次に３ 年次後学期の実験を 履
修するこ と は、 卒業研究と 並行し て履修
するこ と と なり 、 非常に負担が大き く な
るこ と が予想さ れるため、 十分な力を 身
につけておく こ と 。

備　 　 考

コ ン ピ ュ ータ サイ エン ス

デザイ ン 思考・ データ サイ エン ス

３ 年次後学期終了時点で、 実験（ 必修）
以外の卒業研究着手条件を 満たし ている
場合には、 卒業研究着手審査を 特例合格
と する。
加えて以下の特例１ 及び２ を 認める。

【 特例１ 】
３ 年次後学期の実験科目（ 必修） に類似
し た科目を 留学先で履修し 、 そのレ ポー
ト を 提出するこ と で実験の単位と するこ
と を 可と する。 （ 交換留学を し ながら 卒
業研究着手条件を 満たすこ と が可能）
ただし 、 実験科目の置き 換えと する留学
先での科目については、 出発前に教員
（ 学生支援担任及び学域教育委員） と 相
談するこ と 。

【 特例２ 】
３ 年次後学期の実験科目（ 必修） のう
ち、 オンラ イ ンで実施可能な一部の実験
については、 留学先から の履修を 認め
る。
オンラ イ ン実施可能な実験に関し ては、
実験担当の教員に事前に確認するこ と 。
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特　 例プロ グラ ム

科目別特例

備　 　 考

プログラ ミ ング言語実験 ○ ○ ②について現在オンラ イ ン対応は難し い

セキュ リ ティ 情報学実験 ○ ○ ○ 準備のため早めに担当教員へ連絡が必要

情報通信工学実験Ｂ １ ○ ○

情報通信工学実験Ｂ ２ ○ ○

電子情報学実験Ｂ １ ○ ○

電子情報学実験Ｂ ２ ○ ○

メ カ ト ロニク ス基礎実験Ａ ／Ｂ ○ 半年分まで ○

マシンデザイ ンＢ ○ ○ ○

メ カ ト ロニク ス基礎実験Ａ ／Ｂ ○ 半年分まで ○

マシンデザイ ンＢ ○ ○ ○

知能機械工学基礎実験第一／第二 ○ 半年分まで ○

マシンデザイ ンＢ ○ ○ ○

電子工学実験第一 ○ ○

電子工学実験第二 ○ ○

光工学実験第一 ○ ○

光工学実験第二 ○ ○

物理工学実験第一 ○ ○

物理工学実験第二 ○ ○

化学生命工学実験第一 ○ ○

化学生命工学実験第二 ○ ○

情報通信工学

セキュ リ ティ 情報学

Ⅱ類 電子情報学

計測・ 制御システム

先端ロ ボティ ク ス

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

物理工学

光工学

化学生命工学

機械システム

電子工学

Ⅲ類

情報通信工学実験Ａ の履修状況が良好の
場合

実験科目（ 必修） に類似し た科目を 留学
先で履修し 、 そのレ ポート を 提出するこ
と で本学の実験科目の単位と するこ と が
ある。

あるいは、 こ れまでの実験科目の履修状
況が良好な場合には、 実験科目（ 必修）
を 未修得でも 、 卒業研究着手審査を 特例
合格と するこ と がある。
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交換留学に係る特例について 

 

＜Ⅰ類＞ 

・全プログラムにおいて同一の特例を設ける。 

特例の内容は、次のとおり。 

３年次後学期終了時点で、実験（必修）以外の卒業研究着手条件を満たしている場合に

は、卒業研究着手審査を特例合格とする。 

加えて、以下の特例１及び２を認める。 

※４年次での卒業を目指す場合には、注意事項に従うこと。 

 

【特例１】 

３年次後学期の実験科目（必修）に類似した科目を留学先で履修し、そのレポートを

提出することで実験の単位とすることを可とする。（交換留学をしながら卒業研究着手

条件を満たすことが可能） 

ただし、実験科目の置き換えとする留学先での科目については、出発前に教員（学生

支援担任及び学域教育委員）と相談すること。 

 

【特例２】 

３年次後学期の実験科目（必修）のうち、オンラインで実施可能な一部の実験につい

ては、留学先からの履修を認める。 

オンライン実施可能な実験に関しては、実験担当の教員に事前に確認すること。 

 

 

＜注意事項＞４年次での卒業を目指す場合 

４年次前学期も留学期間とする場合には、卒業研究（輪講）の遠隔実施が可能かどう

かを（留学先での学修内容の置き換えを含む）、出発前に、配属希望研究室の教員に確

認しておくこと。 

また、４年次に３年次後学期の実験を履修することは、卒業研究と並行して履修する

こととなり、非常に負担が大きくなることが予想されるため、十分な力を身につけてお

くこと。 

 

 

＜Ⅱ類＞ 

全プログラムにおいて下記の特例を設ける。 

・実験科目（必修）に類似した科目を留学先で履修し、そのレポートを提出することで本学

の実験科目の単位とすることがある。 
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・これまでの実験科目の履修状況が良好な場合には、実験科目（必修）を未修得でも、卒業

研究着手審査を特例合格とすることがある。 

また、各プログラムにおける特例は、次のとおりとする。 

・セキュリティ情報学プログラム 

「プログラミング言語実験」は対面でのみ実施可能な講義内容となっており、オンラ

イン受講は不可。「セキュリティ情報学実験」はオンライン受講の受け入れが可能。た

だし、準備のために早めに担当教員へ相談すること。 

・情報通信工学プログラム 

「情報通信工学実験 A」の履修状況が良好の場合は、「情報通信工学実験 B1」と「情

報通信工学実験 B2」についても修得できる見込みがあるものと見なし、卒業研究着手

審査を特例合格とする。 

・電子情報学プログラム 
卒業研究着手審査基準のうち、「電子情報学実験 B1」並びに「同 B2」の単位を未修 

得でも卒業研究着手審査を特例合格とする。 

・計測・制御システムプログラム 

   「メカトロニクス基礎実験 A/B」及び「マシンデザイン B」については、派遣留学に

より海外に滞在している間は遠隔による受講を可とする。ただし、対応可能な期間は半

年までとする。また、スケジュール調整が必要となるため、年度開始前までに、早めに

教育委員に相談すること。 

・先端ロボティクスプログラム 

   「メカトロニクス基礎実験 A/B」及び「マシンデザイン B」については、派遣留学に

より海外に滞在している間は遠隔による受講を可とする。ただし、対応可能な期間は半

年までとする。また、スケジュール調整が必要となるため、年度開始前までに、早めに

教育委員に相談すること。 

 

 

＜Ⅲ類＞ 

・機械システムプログラム 

「知能機械工学基礎実験第一／第二」及び「マシンデザイン B」については，派遣留

学により海外に滞在している間は遠隔による受講を可とする。ただし、対応可能な期間

は半年までとする。また、スケジュール調整が必要となるため、年度開始前までに、早

めに教育委員に相談すること。 

電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学各プログラムの実験科目の特例の取り扱

いも適用することがある。 

 

・電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学各プログラム 
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実験科目（必修）に類似した科目を留学先で履修し、そのレポートを提出することで

本学の実験科目の単位とすることがある。 

あるいは、これまでの実験科目の履修状況が良好な場合には、実験科目（必修）を未

修得でも、卒業研究着手審査を特例合格とすることがある。 

（Ⅲ類の）いずれの特例の適用においても、教育委員、実験担当教員、および必要な場合に 

は卒業研究指導教員と相談すること。 
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